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Vol.9
Bud Powell 【バド ・パウエル】

～“モダン ・ジャズ ・ピアノの祖 ”と称される巨人～

I am Jazz! （ジャズ ・スーパー列伝）

Profile

1924年 9月 27日、 米国ニューヨーク州ニューヨーク市ハーレムで生まれる。 本名は Earl Rudolph "Bud" Powell。 父は

ストライド ・ ピアニスト、 兄はトランペット奏者 （ウィリアム ・ パウエル）、 弟もジャズ ・ ピアニスト （リッチー ・ パウエル＝ 24
歳という若さで亡くなった） という音楽一家で育つ。 6歳からクラシック ・ ピアノを学び、 アート ・ テイタム等の影響でジャズ

に興味を持つようになる。 15歳の時に兄のバンドにピアニストとして参加し、 その後も地元のバンドで演奏。 41~43年にか

けて 「ミントンズ」 でセロニアス・モンク、 チャーリー・パーカー、 ディジー・ガレスピー等と夜毎ジャム・セッションを重ねる。

43年にクーティ・ウィリアムス楽団に加入し、翌 44年同楽団で初レコーディングを行なう。 以後、NY52丁目を中心に活動。

45~47年にかけて、 健康を害し入退院を繰り返したが、 47年にカーリー ・ラッセルとマックス ・ローチとのトリオで吹き込ん

だ演奏はピアノ ・ トリオの原点となる （『バド ・ パウエルの芸術』 に収録）。 その後も 50年代初頭まで自己のトリオで活動

し、 ブルーノート等にも名演を残す。 51年に麻薬常習容疑で逮捕。 その後、 精神病が再発し、 電気ショック療法を受けて

53年に復帰するが、時々演奏を行なう以外は第一線から退いていた。 59年にパリに移住し、ケニー・クラーク等と活動 （デ

クスター ・ ゴードン主演の 『ラウンド ・ ミッドナイト』 は、 このパリ時代のパウエルをモデルに描かれた映画）。 チャーリー ・

パーカーやディジー・ガレスピー等によって確立されたビバップ・スタイルのジャズを、 ジャズ・ピアノの分野に定着させ、 “ モ

ダン ・ジャズ ・ピアノの祖 ” と称された。 1966年 7月 31日、 ニューヨークで肺結核と栄養失調のため死去。 享年 41歳。

ジャズの発展に貢献し、その歴史に名を刻んだ名プレイヤーたち。 その人生は、楽器が異なる如く千差万別。 このコーナーでは、

そんな個性的なジャズマンたちの功績を称え、 生き様を紹介することで、 より多くの人々にジャズの素晴らしさを伝えていきたい。
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BP's Great Album ここに紹介したアルバム以外にも、 『アメイジング ・ バド ・ パウエル』 『ジャズ ・ ジャイ

アント』 『バド！』 『バド ・パウエル ・イン ・パリ』 等、 多くの名盤 ・名演を残している。
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バド・パウエル

（ユニバーサル ・ ミュージック ： TOCJ-7094)
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バド・パウエルの芸術
バド・パウエル

（ユニバーサル ・ ミュージック ： TOCJ-90015)
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ジャズ・アット・マッセイ・ホール Vol.2
バド・パウエル

（ユニバーサル ・ ミュージック ： UCCO-9415)
バド ・パウエル （p）、 カーリー ・ラッセル、
ジョージ ・デュヴィヴィエ (b)、
アート ・テイラー (ds)　
1. 四月の思い出 2. インディアナ 3. サムバデ
ィ ・ ラヴズ ・ ミー 4. アイ ・シュッド ・ケア 5. バ
ッズ・バブル 6. オフ・マイナー （他、 全 16曲）

バド ・ パウエル （p）、 チャールス ・ ミンガ
ス、 ジョージ ・ デュヴィヴィエ （b）、 マック
ス ・ローチ、 アート ・ テイラー （ds）、 他

1. ドラム ・カンヴァセーション 2. アイヴ ・ガット ・
ユー ・アンダー ・マイ ・ スキン 3. エンブレイサ
ブル ・ユー 4. シュア ・シング （他、 全 16曲）

バド ・パウエル （p）、
ポール ・チェンバース (b)、
アート ・テイラー (ds)
1. クレオパトラの夢 2. ドゥイド ・ディード
3. ダウン ・ウィズ ・ イット 4. ダンスランド
5. ボーデリック （他、 全 10曲）

歴史を変えたバドのピアノ 『珈琲パウエル』

その昔ピアノ ・ トリオといえば、 ピアノ、 ギター、 ベースという

編成が主流だったが、 ビ ・ バップ時代の到来と共に登場した

バド ・ パウエルのトリオ演奏は、 その後のモダン ・ ジャズ史

に革命をもたらした。 現在も活躍する名ジャズ ・ ピアニストの

バリー ・ ハリス等を代表とする “ パウエル直系 ”。 デビュー

当時の秋吉敏子が称された “和製パウエル ” という形容。 そ

の他にも、 “天才 （ジニアス） ”“神がかり （アメイジング） ” 
等、 正にジャズ ・ ジャイアンツたる所以といえる形容が残され

ている。そして、バドが残した功績は確実に受け継がれている。

バド ・ パウエルといえば、 本誌が長年お世話になっている埼

玉県久喜市にある自家焙煎珈琲と JAZZ の店 『珈琲パウエ

ル』 という素敵なお店がある。 店主の上西健志さんはバド ・

パウエル好きが高じて、 2005年に開店した自身の珈琲ショッ

プの店名を 『珈琲パウエル』 と付けられたほどバドの大ファ

ンとしても知られる。 究極の味を求めて焙煎している自慢の

珈琲を味わいながら聴く 50、 60年代のジャズは最高です！

住所 ：埼玉県久喜市中央 4-1-4　TEL ： 0480-21-3224
HP ⇒ http://homepage2.nifty.com/COFFEE_POWELL/

1947 年のバドの初
リーダー ・ セッション 8曲と

1953年録音の 8曲をカップリン
グしたアルバムで 「モダン ・ ジャズ ・
ピアノのバイブル」 と称される名盤。 特
にカーリー ・ ラッセル (b) ＆マックス ・ ロ
ーチ (ds) と組んだ 47年の演奏は、 優美
と哀愁、 凄みや迫力も感じさせるバドの
絶頂期のプレイであるだけでなく、 モダ
ン ・ ジャズにおけるピアノ奏法を初
めて記した歴史的名演と称され、

天才ぶりを遺憾なく発揮し
ている。 必聴です。

このアルバムは 3部
構成となっており、 1953 年

トロントで行なわれたビ ・ バップ
の巨人 5人による歴史的名演 『ジャ
ズ・アット・マッセイ・ホール』 のトリオ・
セットを演奏曲順に配列したライヴ音源。
同時期のナイト ・ クラブでのギグの音源。
そして、 1953年夏頃 NY で録音された
チャールス ・ ミンガスのトリオ ・ セッシ
ョンを追加収録した全 16曲を収録。
バドの絶頂期の頃に感じたエナ

ジーも随所に垣間見せる。
ジャケットも最高！

録音は 1958 年。 全
曲バドのオリジナル。 バド絶

頂期の演奏ではないものの、 ブ
ルージーで軽快なナンバーと親しみ
易いメロディーが多いせいか、 作品全
体を通して実に楽しげな雰囲気が伝わっ
て来る。 1曲目の 「クレオパトラの夢」 を
聴くと、 作家の村上龍が司会をしていた
トーク番組 『Ryu's Bar 気ままにいい
夜』 を思い出す。 ピアノと共に響く
バドの唸り声を聴けば、 一瞬で

こちらがトランス状態に入っ
てしまいそうだ。

この曲は 1926年にモート ・ ディクソン作詞、 レイ ・ ヘンダーソ

ン作曲により誕生した。 古くはコメディアンのエディ ・ キャンター

等が歌ってヒットし、 1946年にはラス ・ モーガン楽団の録音も

ヒットしたが、 ジャズ ・ シーンではマイルス ・ デイヴィスが 1956
年に発表したアルバム 『ラウンド ・ アバウト ・ ミッドナイト』 で取

り上げて以降、 数々のアーティストに取り上げられるようになり、

あのマリリン ・モンローも映画 『帰らざる河』 の中で歌っている。
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Jazz Standards （ジャズ名曲列伝）　 Vol.5
~ Bye Bye Balckbird 【バイ ・バイ ・ブラックバード】 ~

    マイルス ・デイヴィス 『ラウンド ・アバウト ・ ミッドナイト』　

    ジョン ・ コルトレーン 『バイ ・バイ ・ブラックバード』

    アルバート ・アイラー 『マイ ・ネーム ・ イズ ・アルバート ・アイラー』 
    オスカー ・ピーターソン　『ソロ！！』　

    サラ ・ヴォーン 『ライヴ ・ イン ・ジャパン』　

★ この名曲が聴けるお薦めのアルバム


